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開催日時 令和７年 11月 27日（木）19：00 ～ 20：20 

開催場所 四国中央市福祉会館４階 多目的ホール 

参 加 者 

（敬称略） 

大西 史郎、星川 隆志、藤原 夕紀、脇 研二、髙橋 惇、野本 知津子、

合田 真由美、青木 悠、井原 佳代、大西 慶治、一柳 栄一、横井 百

合、山内 紀子、安部 良次、藤原 卓也、上原 ひとみ 

以上委員 16名（委員 17名のうち） 

傍 聴 人 なし 

事 務 局 

越智 寛 

生活福祉課：田邉 真二、飛鷹 彩奈、城戸 八重子 

発達支援課：河村 清児 

協 議 内 容 

１．開 会 

（事務局） 

ただ今から、第９期四国中央市自立支援協議会第７回会議を開催いたします。本日の

開催時間は、19時から 20時 30分までを予定しております。 

本日の委員の出席状況を確認します。委員総数 17名のうち、３名の方の到着が遅れて

いるとお聞きしていますが、委員の半数以上の出席を得ておりますので、四国中央市自

立支援協議会条例第６条第２項の規定により会議の開催要件を満たしておりますことを

ご報告いたします。なお、会議は「審議会等の運営に関する指針」により、原則公開とな

っております。議事録作成のために録音させていただきますので、ご了承のほどよろし

くお願いいたします。 

また、会議の公開は、審議会等の傍聴及び会議録の公開等の方法によることとなって

おり、傍聴者の受け付けをしましたが、現在のところ不在となっております。あわせて

ご報告いたします。 

それでは、開会にあたりまして、大西会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

（大西会長） 

本日は、自立支援協議会にご出席いただきましてありがとうございます。 

自立支援協議会の各部会、連絡会が精力的に活動いただいているところでございます

が、つい先日、就職準備フェアが 11 月 20 日に開催されました。この就職準備フェアで

は企業の皆様の協力を得まして多くの障がいのある方にいろいろな体験をしていただき

ました。これからの自分の就職について、希望を高く持てたのではないかと思っており

ます。実行委員の皆さん本当にありがとうございました。 

今回の自立支援協議会においても、活動報告をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 
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協 議 内 容 

 

（事務局） 

大西会長、ありがとうございました。 

それでは配付資料の確認について、ご協力をお願いいたします。 

 

続きまして議事に入ります。 

自立支援協議会条例第６条により本会議の議長は会長が務めることとなっております

ので、議事進行を会長にお願いいたします。 

 

２．議事 

【報告事項】 

①第９期自立支援協議会 連絡会・各専門部会活動報告 

（議長） 

条例に基づき議事進行をさせていただきます。 

それでは、早速ですが、報告事項①について、各専門部会及び連絡会会長より活動報

告をお願いします。 

資料では資源開発部会からとなっておりますが、部会長の到着が遅れていますので、

後程報告をお願いすることにして、最初に権利擁護部会からご報告をお願いします。 

 

○権利擁護部会（部会長：脇）資料Ｐ13 

部会の開催状況につきましては資料に記載はありませんが、今月も 11月 17日（月）

に第６回ということで開催しております。 

活動内容については、年明けに開催される福祉なんでも相談会への参加を予定してお

ります。福祉なんでも相談会で行われるスタンプラリーでは、昨年度は成年後見制度の

概要についてお話を聞いてもらい、その方にスタンプやシールを貼っておりましたが、

それではハードルも高く、また色々な年齢層の方が来場されるため、今年はもっと気軽

に、クイズ形式でスタンプを押す、シールを貼るといったことを考えています。 

２番目、市民後見人養成講座修了者の活躍支援体制への提言です。前回の自立支援協

議会において報告したところですが、10 月 29 日に開催された四国中央市成年後見制度

利用促進連携協議会において、養成講座修了者が権利擁護ネットワークの一員として活

動していただくため、提案１として「市民後見人等連携ネットワーク（仮称）の設置」を

提案しました。養成講座を受講していただいた方には、このネットワークの一員として

登録をしていただき、その方々に様々な情報提供やフォローアップを行っていくための

場所を提供するものとなっています。 

提案２として「権利擁護サポーター（仮称）創設」です。養成講座修了者には将来的

に成年後見人として受任していただきたいところですが、そこに至る前段階として広報

や啓発活動に協力していただける方と、そういった場所を提供するものです。最終的に

は権利擁護サポーターの方が意思決定支援として、第三者的な意見を意思決定サポータ
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協 議 内 容 

ーということで提供することを目標としたいと考えております。協議会での反応として

は、前向きな意見として成年後見制度の利用までは至らないが社会福祉協議会の日常生

活自立支援事業ではフォローできないようなはざまの人をフォローできる制度になれば

いいといった意見や、最終的な意思決定サポーターとして活動するには、非常にプライ

バシーや個人情報の観点からハードルが高いのではないかといった意見がありました。 

その他の活動内容、今後の協議内容については、資料に記載してある通りです。 

 

（議長） 

ありがとうございました。 

続きまして、サポート部会から報告をお願いします。 

 

○サポート部会（部会長：髙橋）資料Ｐ20 

令和７年度の開催状況ですが、今月を含めて７回開催しております。 

活動内容ですが、活動の役割は障がい者等に寄り添う支援体制の強化で、児童、教育、

障がい福祉、医療、介護等支援者の連携強化を目標として、令和７年度支援者研修会を

今年度も開催します。開催日時は 12月 18 日（木）18時で、参加申込が終わり 100名を

超える方に申し込みいただいております。 

①話題提供を人間環境大学総合心理学部の伊藤先生に、そのあと②重層的支援体制整

備事業の説明、③座談交流会では 14グループに分かれて顔が見える、繋がりがつくれる

交流を図りたいと考えています。 

次に共生社会の実現に向けた障がいへの理解促進及び支援体制づくりということで、

①ヘルプマークチラシの更新、配布を今進めており、チラシの方が今月でき上がりまし

たので、希望があった燧灘防災会に 100 部配布したところです。今後、関係機関に配付

したいと考えております。 

②前期及び昨年度開催支援者研修会のグループワークからの協議検討課題の抽出とい

うことで、抽出課題の分類集計をしております。 

 

（議長） 

ありがとうございました。 

続きまして、こども部会から報告をお願いします。 

 

○こども部会（部会長：野本）資料Ｐ21 

令和７年度の開催状況は、毎月１回開催しております。次回は 12月９日（火）を予定

しております。 

活動内容は、子ども支援の課題の中の障がい児支援従事者の育成について、支援して

いく上で何が大切かということを改めて考えていただく機会とすることを目的に、子ど

もの支援にかかわる方を中心に研修会を開催しており、２年間の総まとめということで、

11月 14日（金）に福祉会館で「私はこの街で生きている」という演題で、最後の研修を
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協 議 内 容 

シンポジウム形式で行いました。その中で、「１人のために繋がるネットワーク」これが

大事で、子どもの時の支援が大人になった時の支援に影響を与えるということ、ライフ

ステージに合わせた支援を繋ぐ重要性を確認、共通理解を図れたと考えております。 

また今後の協議内容としましては、他の連絡会等との連携方法の検討や「しこちゅ～

福祉ナビ」への掲載内容の検討をしております。 

 

（議長） 

ありがとうございました。 

続きまして、相談支援専門員連絡会から報告をお願いします。 

 

○相談支援専門員連絡会（連絡会長：合田）資料Ｐ23 

令和７年の開催状況ですが、連絡会をほぼ毎月１回開催できております。11 月は昨日

26日（水）に開催しました。 

活動内容としまして、(1)各相談支援専門員と基幹相談支援センター、市子ども若者発

達支援センターとの、活動状況や情報の共有。近況報告から見える地域課題を抽出して

います。 

(2)各専門部会・協議会活動の情報の提供をしております。 

(3)社会資源の周知や普及啓発活動。11 月 20 日（木）に行われた就職準備フェアに参

加しており、現在、福祉なんでも相談会の開催に向けての準備を行っております。本日

は皆様のお手元にチラシを配布しておりますのでご覧ください。今後は案内状やスタン

プラリーの景品の依頼を事業所宛に送付する予定となっております、 

(4)他分野関係機関との連携。今月は、新居浜特別支援学校みしま分校の学校公開に参

加し、医療的ケア児支援体制検討会にも代表が参加しております。また、ケアプラン一

元化については、介護支援専門員向けに開催された研修会において、介護保険サービス

と障害福祉サービスの適用関係や申請手続きや更新手続きについて学び、マニュアルや

資料の提供により、一元化に関する不安が軽減されて、障がい者福祉の知識向上にも繋

がったと感じております。 

今後の活動予定としましては、引き続き困難事例検討、地域課題を整理して発信して

いきたいと思っております。他分野関係機関との連携及び社会資源周知、普及啓発活動。

就職準備フェアへの協力参加と１月に向けて、福祉なんでも相談会の開催準備になりま

す。ご協力よろしくお願いいたします。 

最後に、災害などの緊急時・非常時における支援体制についての協議についてもして

参ります。 

 

（議長） 

ありがとうございました。 

続きまして、資源開発部会から報告をお願いします。 
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協 議 内 容 

○資源開発部会（部会長：藤原）資料Ｐ12 

資源開発部会の活動報告についてご説明いたします。 

部会開催状況は資料記載の通りで、第 10回が 11月 17日（月）に開催しております。 

活動内容の報告ですが、既存の障害福祉サービスの実情把握ということで、障がい児

者等のニーズとサービスのマッチング状況の検証、必要なサービスの開発、改善に対す

る検証を目的にアンケートを実施しております。 

①市内の障がい児者に対する福祉サービス事業所で働く支援者に対し、課題やニーズ

を把握するため、昨年度「支援者向けのアンケート」を実施。これに関しては、５月の本

会にて調査報告書を提出し報告をさせていただきました。この調査報告書につきまして

は、市のホームページにも掲載しておりますのでご確認ください。 

②市内の障害福祉サービス事業所を利用している当事者及び家族の方に、サービス利

用の実情把握等を目的にアンケートを実施。これは９月を実施期間とし、アンケート用

紙の回答及びＷｅｂ回答にて、市内の福祉サービス支給決定者を対象にアンケートを実

施しました。アンケート結果概要版については、後程説明いたします。 

(2)取り組むべき課題及び前年度から引き続きの検討事項ということで、最初に行った

支援者向けアンケートの結果をもとに、四国中央市が取り組むべき課題を精査しつつ、

具体的なサービス等の提案を行うため、今現在協議を行っているところです。また現在

ある資源、ボランティアセンターファミリーサポートセンター等との連携の模索、各団

体の活動内容をリスト化し、「しこちゅ～福祉ナビ」に掲載し、広報に繋げていくことが

できないか、障がい分野で活躍可能なボランティア活動についての確認を行っていくと

いうことでインフォーマルな支援者の拡大を目指すということを考えています。今後、

当事者アンケートの結果をもとに、四国中央市が取り組むべき課題について精査してい

きたいと思っております。 

本日机上に配布させていただいたアンケート結果概要版ですが、共通項目として対象

者全員に同じ共通の質問をし、その結果を記載しております。共通項目以外にも利用さ

れているサービスの種類別の回答を行っておりますが、それに関してはすべて自由記述

での回答となります。２月に調査報告書としてあらためてご報告させていただきたいと

思っております。この当事者アンケートと支援者アンケートを合わせた結果をもとに、

次年度に向けて、四国中央市で取り組むべき課題、当事者、支援者の方々から得た声を

もとに、当市の課題を挙げていき、自立支援協議会の取り組みの中に生かしていけたら

と考えております。 

 

【質疑応答・意見交換】 

（議長） 

ありがとうございました。 

各部会とも活発な活動をされております。これまでの報告を受けて委員の皆様方から、

ご質問はございますか。 

無いようですので、以上で連絡会、各専門部会の活動報告を終わります。 
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協 議 内 容 

 

②2025年度就職準備フェア 

（議長） 

続きまして、報告事項②2025年度の就職準備フェアについて報告をお願いします。 

 

（藤原委員） 当日配付資料 

2025年度四国中央市就職準備フェアの報告をさせていただきます。 

初めに、自立支援協議会を始め関係機関の皆様のたくさんのご協力をいただき、あり

がとうございました。皆様のおかげで良い就職準備フェア 2025になったのではないかと

思います。それでは、資料に沿ってご報告させて頂きます。 

就職準備フェアの目的ですが、「障がい者就労」をテーマに、企業での障がい者雇用の

取り組みを紹介したり、障がいのある方が直接企業と関わる機会を通じて、就労に必要

なことを学んだりする場を提供することで、企業と障がいのある求職者の相互理解を深

め、障がい者就労の向上を目指すことを目的に開催しております。 

会場はしこちゅ～ホールで、障がい者と企業が交流し、就労支援を目的とした各種プログ

ラムを実施しました。複数の企業が障がい者雇用の実際を語るミニセミナー、模擬面接

には５社参加していただき、就労に関する相談コーナーや働く先輩の講話として障がい

のある方のインタビュー、就労継続支援Ａ型事業所にご協力をいただいた仕事体験のほ

か、新たに企業 PRコーナーを設け、障がいのある方が作った製品等を展示させていただ

くなど、障がい者雇用の促進に向けた場を提供しました。 

開催実績としましては、会場には 96 名の参加がありました。Web 参加につきましては

次回報告させていただきます。参加者アンケートでは全体的に満足度が高く、企業担当

者との面談や講演、会場運営などに高い評価をいただきました。一方で、参加企業数や

業種拡大、より多くの企業とのマッチングなどの要望が挙げられています。 

会場レイアウトについては、会場内の移動ルートが少しわかりにくい、休憩スペース

を増やしてほしいなど、運営面の改善はあったものの、参加者の満足度としては概ね高

い結果となっており、障がい者雇用に関する理解が深まった点が評価されているものと

思います。今後の取り組みとしては、アンケート結果を踏まえて、改善策を検討しなが

ら、参加者、企業支援者が積極的に繋がる仕組みづくりを進めていけたらと考えており

ます。 

最後に、昨日、参加された企業から、面接体験を実施した中で非常に良い印象の方が

いたので、実際に雇用面接はしていないが雇用したいという旨のお話をいただきました。

これまで雇用につながるような本格的な面接を実施する機会はなかったのですが、実際

に、企業が具体的な雇用を検討してくださるケースが増えてきたことは非常に良いこと

だと感じております。 

アンケートの報告には含まれていませんが、ご報告させていただきました。 

 

【質疑応答・意見交換】 
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協 議 内 容 

（議長） 

ありがとうございました。 

私も就職準備フェアに参加させていただきました。当事者にとって非常に分かりやす

い内容であり、参加者は企業の作業ビデオや、すでに就職されている方の具体的な様子

を通じて、業務への理解が深まったのではないかと思います。今回の就職準備フェアを

通じて、企業側の理解がさらに深まり、非常に良い結果が得られたと感じています。 

先ほどの説明を受けて、委員の皆様方からご質問はございますか。 

無いようですので、以上で 2025年度就職準備フェアの報告を終わります。 

 

③緊急、非常時における支援体制作り 

（議長） 

続きまして、報告事項③緊急、非常時における支援体制作りについてご説明をお願い

します。 

 

（藤原部会長）資料Ｐ24 

緊急非常時における支援体制作りについてのご報告をさせていただきます。 

今年度、緊急非常時における支援体制作りについての取り組みとして、講演会を企画

しております。その講演会の企画概要書ができ上がりましたので、ご報告させていただ

きます。 

開催の趣旨ですが、緊急非常時における支援体制作りにおいて、被災や復興を通じて

体験した内容の講演会を開催することで、支援者同士が平時からの備えや連携の工夫を

共有し、地域における課題と役割を明確化することを目的としています。 

この講演会では、被災時の困りごとについて、被災者であり支援者である立場として

の体験談や在宅当事者の被災時の困りごととそれに対する支援内容について講師２名に

よる講演を予定しています。また、当市において早急に取り組むべき緊急非常時支援に

対する課題を話し合い、自身の問題として課題を共有し、緊急時支援のための具体的な

取り組み案を考えるためのグループワークの実施を予定しています。講師については、

現在、熊本県知的障がい者施設協会に講師の推薦と派遣依頼を行っています。 

開催概要ですが、講演テーマは「大規模災害時における障がい者支援の実際と今後の

体制づくり」で、日程を令和８年３月７日（土）若しくは８日（日）で日程調整を行って

おります。会場は福祉会館を予定しております。参加対象者については、支援者として

おりますが、講演については支援者以外の家族等も参加いただけます。参加費は無料で

す。内容が決定した際には改めてご案内させていただきますので、是非とも多くの方に

ご参加いただき、四国中央市の緊急非常時における支援体制作りについてご意見をいた

だければと考えておりますのでよろしくお願いします幸いです。 

一昨日、熊本県の方で再度地震が発生しており、どのような形で熊本県の方のご協力

を得るのか未定な部分もありますが、２月には詳細についてご報告できると思いますの

で、よろしくお願いいたします。 
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【質疑応答・意見交換】 

（議長） 

ありがとうございます。 

緊急時の支援体制についての講演をご説明いただきました。実際に災害に遭われた方

からの講演を通じて、その経験や状況を学び、緊張感を持って支援できる環境を整えた

いと考えていますので、ぜひ皆さんにはご協力とご参加をいただきたいと思います。 

先ほどの説明を受けて、委員の皆様方からご質問はございますか。 

無いようですので、以上で緊急、非常時における支援体制作りの報告を終わります。 

 

④障がい児入所施設「太陽の家」 

（議長） 

続きまして報告事項④障がい児入所施設「太陽の家」についてご説明をお願いします。 

 

（発達支援課：河村）資料Ｐ25 

太陽の家、障害児施設太陽の家の現状について説明させていただきます。 

障害児入所施設太陽の家については、７月の本会において説明しておりますのでそれ

以降の状況について説明いたします。 

建物につきましては、11月 14日に工事が完了し、昨日完了検査を受け、引き渡しを受

けました。今後は付帯工事や備品の搬入を行う予定です。 

次に前回説明いたしました入所者の募集につきましては、パレットの運営審議会にご

協力いただき、検討を行い、自立支援協議会の会長や、相談支援専門員連絡会などで説

明させていただいた後、12 月 1 日を締め切りとして、現在募集中です。募集内容につき

ましては、障害児入所施設「太陽の家」入所児童募集要項に沿って要点のみ説明いたし

ます。利用するサービス形態は、福祉型障害児入所施設。主に知的障がい児を対象とし

た入所施設で、対象児童は知的障がいのある児童又は精神に障がいのある児童（発達障

がい児を含む）ただし手帳の有無は問わず、児童相談所、医師等により支援の必要性が

認められた児童も対象としております。年齢は 18歳未満、現在、四国中央市に引き続き

３か月以上居住し、住民基本台帳に記載されている方としております。ただし、市外の

施設に入所中の児童で、施設入所時の居住地が四国中央市の場合も対象としております。

募集人数は８名です。建物の部屋としての定員は 10名ですが、利用見込みの多い短期入

所を空床利用で２名確保するため、今回の募集を８名としております。 

次に体験入所開始予定日は令和８年４月１日としております。体験入所開始予定日と

したのは、４月１日より親元を離れ、いきなり入所するのではなく、施設に適応できる

よう体験を行い、本児、保護者、施設が入所可能と判断した場合に入所となるためです。

そのため児童によっては入所日に違いが出ることとなります。 

面談として、施設の説明や本人状況の確認を、申込書類をもとにさせていただきます。

次に入所候補児童の決定については、発達支援課の職員だけではなく福祉に精通した方
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にも参加していただき、入所判定会を実施し、入所候補児童を決定いたします。そして、

令和７年 12月下旬頃、郵送にてご連絡いたします。ここで入所候補児童とさせていただ

いたのは、先ほどの募集内容の(4)の体験入所で説明した通り、令和８年４月１日から体

験入所を行い、施設に適応した場合に入所児童とするためこのような表現にしておりま

す。また、入所候補児童に決定されなかった場合は、待機児童名簿に登録させていただ

き、順番待ちとなる予定です。 

続きまして、今後のスケジュールについてですが、２月ごろ開所式及び内覧会を開催

予定です。委員の皆様には、内覧会のご案内をする予定にしております。そして内覧会

開催後、４月の供用開始に向け、入所候補児童と施設において体験利用をしていく予定

としております。 

 

【質疑応答・意見交換】 

（議長） 

ありがとうございました。 

先ほどの説明を受けて、委員の皆様方からご質問はございますか。 

無いようですので、以上で障がい児入所施設「太陽の家」の報告を終わります。 

 

（議長） 

以上で議事を終了します。 

本日の議事は全て終了致しましたので、進行を事務局にお返し致します。 

 

３．その他 

（事務局） 

大西会長ありがとうございました。 

続きまして、その他に移ります。まず、事務局より報告事項があります。 

 

社会福祉施設等施設整備費国庫補助について 

（事務局：飛鷹）資料Ｐ27 

それでは「四国中央市介護サービス等事業所物価高騰対策支援金」についてご報告い

たします。 

「四国中央市介護サービス等事業所物価高騰対策支援金」は、国の『物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金』を活用し、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を

受けた介護サービス等事業者及び障害福祉サービス等事業者に対して、四国中央市が支

給するものです。 

この事業は、令和７年 10月１日より長寿支援課と生活福祉課において実施しておりま

す。既に市内に事業所がある法人等の事業者にはご案内を差し上げており、現在、約９

割の事業者から申請をいただいている状況です。随時 支給決定を行っておりますが、申

請の受付は、令和８年１月 30日までとなっておりますので、まだ申請されていない事業
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者につきましては、期限までに申請いただければと思います。 

なお、11月 21日に閣議決定された「総合経済対策」においては、障害福祉サービス施

設等に対し、エネルギー価格の高騰分などの支援を継続することが盛り込まれており、

各都道府県に対し、交付金の詳細について検討中である旨の情報提供がありましたので、

あわせてご報告いたします。 

 

（事務局） 

委員の皆様方で、何かご報告等ありましたら、挙手をお願いいたします。 

 

（髙橋委員） 

令和８年２月７日（土）しこちゅ～ホールにおいて開催される落語で学ぶ「詐欺対策」

と「権利擁護」（第一部：落語家 立川 平林氏・第二部：司法書士 高橋 隆晋氏）につ

いて案内。 

 

（井原委員） 

12月 13日（土）中之庄公民館において開催される愛媛県障がい児（者）療育支援事業

による研修会「コミュニケーションの見える化」による支援（講師：今本 繁氏）につい

て案内。 

 

（藤原委員） 

12月４日（木）～15日（月）市民交流棟において開催されるしこちゅ～アート展 2025

について案内。 

 

（事務局） 

最後になりますが、次回の第８回会議につきましては令和８年２月 26日（木）19時か

ら、福祉会館４階多目的ホールでの開催となりますので、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、本日の第７回会議を終了いたします。皆様、お疲れさまでした。 

 

４．閉会 

 

 


